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須
山
議
員
が
辞
職

須
山
議
員
が
辞
職

　
令
和
３
年
６
月
21
日
に
、
須
山

た
か
し
議
員
（
府
中
市
議
会
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
）
か
ら
一
身
上
の
理

由
で
辞
職
し
た
い
と
の
申
出
が
あ

り
、
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
議
員
は
、
平
成
23
年
に
初
当

選
し
、
副
議
長
、
文
教
委
員
会
委

員
長
及
び
基
地
跡
地
対
策
・
基
地

等
跡
地
対
策
の
各
特
別
委
員
会
委

員
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

人

事

議

案

人

事

議

案

　
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
に
市

長
か
ら
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
の
同
意
を
求
め
る
議
案
が
提

出
さ
れ
、
次
の
方
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
大
柳
　
敏
浩
　
氏
（
53
歳
）

　
今
定
例
会
で
、
市
長
か
ら
令
和

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
定

例
会
初
日
の
本
会
議
で
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
補
正
額
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
７
億
２
１
５
２
万
円
と
な
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
３
年
度
一
般
会
計

予
算
額
は
、
１
１
０
７
億
２
９
９

３
万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
市
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
方

針
に
基
づ
き
、
経
済
支
援
対
策
及

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
対
策
と
し
て
、
４
事
業
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

■
歳
入

〇
国
庫
支
出
金
…
６
０
７
２
万
円

〇�

都
支
出
金
…
２
億
９
６
４
４
万

円
〇
繰
入
金
…
３
億
６
４
３
６
万
円

■
歳
出

〇�

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
及

び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

等
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
の
実

施
経
費
に
対
す
る
助
成
金
…
１

５
８
０
万
円

〇�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
の
確
保
に
向
け
て
、

個
別
接
種
実
施
医
療
機
関
に
お

け
る
ワ
ク
チ
ン
の
管
理
や
受
付

対
応
に
係
る
体
制
を
拡
充
す
る

経
費
…
６
０
７
２
万
円

〇�
消
費
喚
起
商
品
券
交
付
事
業
の

助
成
に
係
る
経
費
…
６
億
４
５

０
０
万
円

令
和
３
年
度
府
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　　
1818
議
案
を
審
議

議
案
を
審
議

　
令
和
３
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
21
日
ま
で
の
19
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
は
、
令
和
３
年
度
府
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
な

ど
10
件
を
審
議
し
た
結
果
、
可
決
９
件
、
同
意
１
件
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会
提

出
議
案
は
１
件
を
審
議
し
た
結
果
、
可
決
と
な
り
ま
し
た
。
議
員
提
出
議
案
は
４

件
を
審
議
し
た
結
果
、
可
決
２
件
、
否
決
２
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
３
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　▲令和３年７月２７日に開通した府中スカイナード

意意  

見見  

書（
要
旨
）

書（
要
旨
）

◎
性
的
指
向
・
性
自
認
に
基
づ
く

差
別
の
解
消
を
求
め
る
意
見
書

　
近
年
、
性
的
少
数
者
に
対
す
る

認
知
が
大
き
く
進
む
一
方
、
日
常

生
活
や
社
会
生
活
に
お
い
て
は
、

性
的
指
向
・
性
自
認
を
理
由
と
す

る
差
別
的
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
た
め
、
多
く
の

当
事
者
が
本
来
の
自
分
を
隠
し
て

生
き
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　
本
市
で
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
を
導
入
し
、
市
民
や

事
業
者
の
理
解
が
広
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
市
の
取
組
を

一
層
促
進
す
る
た
め
に
は
、
国
に

よ
る
推
進
と
環
境
整
備
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
政
府
に

対
し
、
性
的
少
数
者
が
日
常
生
活

や
社
会
生
活
に
お
い
て
、
差
別
的

な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
社
会
全
体
が
性
の
在
り

方
の
多
様
性
を
受
け
入
れ
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
、
性
的
指
向
・
性

自
認
に
基
づ
く
教
育
と
理
解
の
増

進
を
図
り
環
境
整
備
に
取
り
組
む

よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

◎
米
軍
府
中
通
信
施
設
の
速
や
か

な
返
還
、
返
還
後
の
移
譲
を
求
め

る
意
見
書

　
市
北
東
部
に
位
置
す
る
府
中
基

地
跡
地
留
保
地
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
２
月
策
定
の
「
府
中
基
地

跡
地
留
保
地
利
用
計
画
」
に
お
い

て
、
留
保
地
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
多
種
多

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会

様
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
、

将
来
に
わ
た
り
、
市
全
体
の
魅
力

の
向
上
等
に
寄
与
す
る
土
地
利
用

を
図
る
旨
の
基
本
的
な
考
え
方
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　
同
留
保
地
は
市
内
に
残
る
大
規

模
な
土
地
で
あ
り
、
利
用
計
画
が

円
滑
に
進
む
こ
と
は
市
全
体
の
住

民
福
祉
の
向
上
に
大
変
重
要
で
あ

る
が
、
米
軍
府
中
通
信
施
設
が
土

地
利
用
の
重
大
な
阻
害
要
因
と
な�

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
施
設
の

返
還
、
移
譲
が
強
く
望
ま
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
同
計
画
を
進
め

る
に
当
た
り
、
米
軍
府
中
通
信
施

設
の
早
期
の
返
還
と
、
返
還
後
の

速
や
か
な
移
譲
を
求
め
る
。


